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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　４月　９日　（月）

司会　工藤　静子　　　記録　加藤　敦子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・現在、西病棟・北病棟と患者様、スタッフが“インフルエンザＡ型”に感染し、拡大しつつあります。スタッフ・患者様共にうがい、手洗い、マスク使用等の徹底をし、拡大を防ぎましょう。

・４/８、 東・西病棟で雑務業務を行っている根子光子より連絡があり、４/７　２３時過ぎにご主人が急逝されたとの事です。

葬儀日程は以下のとおりです。

　　火葬　　４/１０(火)　１０時～

　　通夜　　　火葬終了後　自宅にて

　　葬儀　　４/１１(水) 　正午から　自宅にて行なう事となっています。

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～４/７(土)本人より「鼻水がチョロチョロ出るんだよ。」と鼻汁の訴えあり、安ヶ平Ｄｒへ報告し、内服薬ＰＬ顆粒３Ｐ　3×1　3日分

（４/１０朝まで）臨時処方となっています。翌４/８(日)朝６時、体温３８､１℃、発熱続いている為、インフルエンザテスト施行し、Ａ型陽性にて、抗ウイルス剤　タミフル(75)２Ｔ　２ｘ１　３Ｔ　(１２時間毎)処方となっています。Ｄｒより個室対応の指示あり、３０１号室へ移動しています。食事は時間にスタッフが部屋へ運ぶ事としています。現在、鼻閉・鼻汁・咳嗽あり。他患者様への拡大を防ぐと共に、症状の観察・確認を行なっていきましょう。

・本多　富美様～４/８(日)、他女性患者にインフルエンザＡ型が発症し、本人様へ環境調整が必要な事を説明し、部屋移動をお願いしています。本人様は｢嫌です。昨日、加賀谷さんが具合い悪くなって助けたのにお礼も言わなかった。｣と加賀谷様との同室を拒否され、移動自体の拒否もされています。

｢北病棟は来たくてきたわけではない。西病棟へいきます。無理なら明日退院します。母に言って絶対退院する。｣部屋移動は渋々するが、タバコを吸ったり、笑いながら他者と話しをし、自分の荷物を片付けようとせず、自己中心的見られています。

４/９(月)、朝食・昼食摂取せず、薬の服用はされています。

＜お母様と本人　田名部先生の面談＞

退院希望があった為、本人・お母様を交え面談を行なっています。

これまでの入院生活の中での抱いてきた不満を一つ一つ並べ話されています。

· 退院したらこの病院には来ない。

· 病院側の都合で移棟させられる。

· 本多なのに本田と間違う。これってミスじゃないか。

· 事務からの請求書に内訳がない。

· 他患者様の介助をしてもお礼もない。

· 些細な事が気になる。

· 北病棟だと体育館を使えないので、運動量が少なくなる。

· 今まで２年もかかったのに、今更勉強が必要なのか。

· カンセリングが受けれないのはなぜか。

· スタッフが変わるから、勉強会が遅れる。患者が優先ではないか。

他者や主治医、スタッフからの言動を｢自分が傷ついた｣という観点から挙げていく一方で｢自分は元々内に篭る方だったが、今はこうして自分の思いを言えるようになった所が変わった点です。｣とも話す。お母様はなかなか今すぐの退院は承知せず。本日は一泊の外泊としてお父様とも相談して頂く。主治医は残りの入院期間を病気の勉強会にあてていく事を話し、合わせて考えてきて頂く事としています。

＜事故報告書作成途中の為、検討事項＞

・加賀谷　芙美子様～４月６日(金)リハビリテーションプログラム中、ドッチボールをされていますが、ボールが飛んできたのをよけようとして、尻もちをつき転倒、頭を強く打たれています。その後嘔吐する事があり、瞳孔反射の異常がありつつも運動による一過性の低血糖症状では無いかと考えられていました。転倒・頭部打撲の情報がなかった為、症状と看護の視点のズレがありました。翌日、本人様より腰痛の訴え聞かれた際に転倒・頭部強打した事実を確認し、状況を把握しています。プログラム中の転倒や頭部打撲等の場合は正確な情報提供をし、生命レベルでの観察をしなければなりません。今回の件を教訓に｢報・連・相｣をスタッフ個々でもう一度確認し、看護・介護者の仕事のあり方を考えてみる必要があります。

＜週間連絡＞

・１０日(火)　　田野端忠夫様　　スピール膏貼付

・１２日(木)　　寝具交換　(毛布カバー)

　　　　　　　　皮膚科診察

　　　　　　　　大上　なみ様～　小坂Ｄｒ診察

　　　　　　　　加賀谷芙美子様～八戸赤十字病院へ家族付き添いにて

１１：００～１４：００眼科受診

　　　　　　　　心電図検査　上村みわ様、江刺家恵子様、加賀谷芙美子様小坂君子様、坂本のり子様、坂本秀男様、佐藤節子様、佐々木淳様、津嶋イチ子様、十日市利喜様、法霊崎恵子様、三上勇様、吉田富秋様

以上１４名の予定となっています。

・１３日(金)　　歯科診察　予定者：津嶋イチ子様

＜担当業務年度報告＞

環境整備：報告者　木村　春子・番地　理恵

【業務内容】

病棟内の環境整備・美化を推進する。ソファーカバーや布巾の汚れを確認、清掃状況の確認、観葉植物の管理を行なう。

療養環境の機能・設置を管理し、環境整備も計画的に実施する。

【報告内容】

	実施できているもの
	下半期の環境整備計画表の作成。

毎日の環境整備は、深夜帯・日勤帯・遅番で美化チェック表を元に行なっている。

日曜日はコップ漂白や冷蔵庫の整理、ソファーカバーの洗濯等を重点的に行なっている。

又、土・日を利用して普段あまり清掃出来ないような所を毎月予定表を組んで実施している。

	修正が必要なもの
	上半期の環境整備の計画表が出来なかった。

新たに学生が配属になったので、清掃箇所を決めて実施してもらう。

	実施できなかった原因
	毎月の予定表だけで実施し、計画性がなかった。

	来年度に向けて
	年間の環境整備の計画を立て、実施していく。

美化チェック表を見直し、学生用の清掃分担し作成する。

	引継ぎ事項
	マットレス交換が必要な患者様が10名いるが、以前マットレスのクリーニングの件で庶務と相談した結果、使用する場合は埃を落とし、天日干し出来ない為、暖かくなってから実施する予定となっている。

マットレスは西病棟の屋根裏部屋の倉庫に予備がある。

401号　坂本秀男様

403号　坂本のり子様

405号　井上和美様・沢田三朗様

306号　五日市規様・三上　勇様

305号　木村梅子様・江刺家恵子様

302号　中野渡鉄男様

303号　上村みわ様　　　　　　　　以上10名

隔週の金曜日の深夜帯で、洗濯場にモップを出し、洗濯してもらう。カレンダーに記入しておく。



































